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大人もハマる、図鑑の世界
感想文･感想画コンクール

課題図書＆おすすめ本

ここ１ケ月に読んだ

イチオシ本☆
職員の推し本

お

展示コーナーのご案内
一般書 児童書

図鑑と言えば調べ物に使うものというイ

メージですが、今はひそかに図鑑ブーム。大

人も楽しい図鑑を集めました！

今年も図書館では、読書感想文・感想画コン

クールを行います！なにを読むか迷ったら、ま

ずは課題図書を手に取ってみませんか？

メメンとモリ／ヨシタケシンスケ／KADOKAWA

「メメント・モリ」といえばラテン語で「死を想え」という意味。転じて「生きていることを考

える」というニュアンスもあるそうですが、だからなのか、”メメン”と”モリ”のきょうだいは

日々を深く考え時に「はっ」とさせられる言葉を紡ぎます。ヨシタケさんのシンプルな絵

柄だからこその奥深さで、思わず「メメントモリ」してしまう大人の絵本です。

長い旅の途上／星野道夫／文藝春秋

アラスカで暮らし、大自然に生きる動物を撮影し続けた写真家・星野道夫さんのエッ

セイ。自然も人生も肯定的に受け止めたまっすぐな文章を読むと、心が洗われます。

1996年にクマに襲われて亡くなった後、遺稿集として編集されたこの本には多くのメッ

セージが込められています。繰り返し読みたくなるおすすめの本です。

限りある時間の使い方／オリバー・バークマン／ かんき出版

「４０００週間」と聞いて、何の数字を表しているかわかりますか？

これは人生８０年の時間です。思ったより短いですね……

この本は時間の使い方について、様々な角度から提案しています。

限りある時間を充実した時間に変えて、有意義に過ごしていきましょう。


